
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師を８
０％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校
内研修等により取組の促進を図る。
・PDCAサイクルを意識した単元ごとの振り返りを
もとに、指導の工夫改善を行う。

・ ・ ・

まなび部

○児童が自ら進んで学習活動に取り組
む授業の実践

〇「授業中、自ら進んで学習活動に取り
組んでいる。」と答える児童を８０％以上
にする。

・すべての児童が自律的に学習に取り組めるよ
う、業間の過ごし方や授業の進め方、授業の流
れを全校で統一して共通確認して実践する。

まなび部

〇児童が自ら進んで取り組む家庭学習
の充実

〇「自ら進んで家庭学習に取り組んでい
る。」と答える児童を８５％以上にする。

・自学メニュー表を提示したり、自学掲示板など
で友達の自学を紹介したりして、児童が楽しんで
学習できる内容を提示し、学習意欲を高める。
・学年に応じた宿題の出し方を検討し、学年の実
態に応じた内容や量を提示する。

・ ・ ・

まなび部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「児童同士が相互理解を深めるような
活動を仕組んだり指導をしたりしてい
る。」と答える職員を９０％以上にする。

・職員研修等で現在の学級経営や困り感を抱い
ている児童の現状を把握・分析をする。
・各学級での取り組みを紹介したり共有したりす
る場を設け、学級活動の質の向上に努める。

・ ・

こころ部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇「友達と楽しく学校生活を送ってい
る。」と答える児童を９０％以上にする。

・毎月「こころのアンケート」を実施し、児童の心
の状態を把握し、いじめの早期発見・早期解決
に努める。
・気がかりな児童には個別の対応を継続し、毎
月の生指相会議で職員間の情報共有を図る。

・ ・ ・

こころ部

○整理整頓の意識付け ○「進んで履物をそろえている。」と答え
る児童を、９０％以上にする。

・委員会の児童や職員で、定期的な靴箱
チェックを行い、全校放送で称賛したり、呼
びかけを行ったりする。

くらし部

○無言・無音掃除の徹底 ○児童が、「無言無音掃除」の必要性を
十分に理解し、「話もせず音も立てずに
掃除をしている。」と答える児童を、８
０％以上にする。

・掃除時間の前には、無言で掃除場所に移
動し，黙想で心を落ち着かせて，無言無音
掃除をするよう指導を徹底する。

・ ・ ・
くらし部

●「『早寝早起き朝ごはん』を意識して生
活している。」と答える児童を、休日を含
め８０％以上にする。

・すこやか点検表の項目に「１０時までに就
寝」「決めた時刻に起床」「朝食摂取」を入
れ、長期休業前後を中心に実施する。また、
保健便り、給食便り等で、早寝早起き朝ごは
んの大切さを呼びかける。

・ ・ ・ からだ部

〇「高小流あいさつ」を習慣付け、学校や地
域（家庭）でも、時と場に応じて、「レベル１
『明るく元気なあいさつ』をしている。」と答え
る児童を９０％以上、「レベル２『立ち止まっ
てお辞儀をして』あいさつをしている。」と答
える児童を８０％以上にする。

・「高小流あいさつ」を周知し、毎朝、計画委員会で「あ
いさつ運動」を実施し、毎日、給食時間に「あいさつ名
人」を紹介する。学期末に「あいさつ名人」を発表し、
「あいさつ名人バッジ」と賞状を与える。
・「めざせ！あいさつ名人」のポスターを作成・掲示し、
日頃から意識できるようにする。
・毎学期初めに、あいさつ強化週間を行い、学校全体
であいさつへの意識付けを行う。

・ ・ ・

からだ部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月45時間、年間360時
間）を遵守し、勤務時間を意識した働き
方を定着させる。

・学年主任と各専門部部長の分離やミドルリーダーと
しての重責化を促進し、業務の平準化を図る。
・「成績２期制」を継続実施し、評価時期には約１７日
間の特別校時を設定する。
・会議数（時間）や協議内容を精選するとともに、業務
等の役割分担による教材・資料の共有化を進める。
・退勤時刻の上限（月～木曜日19：30、金曜日18:00）

・ ・ ・
教　頭
主幹教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育
　　（郷土愛）

〇佐賀や日本の導き手を育成するため
の地域（家庭）の協働意識の向上

〇「学校は地域（家庭）と連携して、特色
ある教育活動を行っている。」と答える児
童を７５％以上にする。

・地域やＰＴＡとの連携を図り、参加・参画を依頼すると
ともに、児童が地域行事に参加しやすいように、地域
やＰＴＡからの情報を学校でも伝える。
・職員も年間３回を目標に、ＰＴＡ・地域行事（夏祭り、
文化祭など）に参加・参画する。

・ ・ ・ 主幹教諭
指導教諭
教　頭

○「ほめほめ活動」

〇自己肯定感・自己有用感の高揚 〇「友達のよいところを認め、ほめてい
る。」と答える児童を８０％以上にする。

・各学級で、帰りの会等を利用して、級友を認め合う。
・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し、全校児童
を呼名してほめ合う。
・計画委員会で「ぽかぽかポスト」を設置し、「友達の
善行」「してもらってうれしかったこと」を紹介する。

・ ・ ・ 指導教諭
教　頭
主幹教諭

○人間形成の土台づくり

〇「時を守り　場を清め　礼を正す」態度
の育成

〇「『時を守り　場を清め　礼を正す』に
気を付けて生活している。」と答える児童
を９０％以上にする。

・朝の放送、昼の放送の時、「時を守り、場を
清め、礼を正す」という言葉から始めること
で、常に児童に意識させる。

・ ・ ・ 主幹教諭
指導教諭
教　頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●望ましい生活習慣の形成

学校名 佐賀市立高木瀬小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・中間評価から最終評価への推移を見ると、B評価⇒A評価が４項目、逆にA評価⇒B評価が２項目であった。全体的に高評価が増え、教職員が中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする意識化と具体的な改善（強化）策が図られたためである。

・国語科の校内研究に熱心に取り組むことで、児童の主体性を引き出すための授業（指導法の工夫）に積極的に取り組むことができた。まなび部会を中心に、経験豊富な教員が、若手教員にノウハウを丁寧に伝えたことで、児童の学力や学習意欲の向上に大きく貢献した。

・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着しているが、その伝統を受け継ぐことがやや難しくなっている。教職員が、「児童に指導をする」という考えではなく、「児童と一緒に育つ」という意識の変化（強化）を今後も更に図っていきたい。

・「自学」を主とした家庭学習については達成率が大きく下降している。学校での取組内容について、学級・学年・学校だよりをはじめ、さまざまな機会を捉えて、情報発信を行う必要がある。また、コロナ禍で実現が困難だったPTA活動の場でも、積極的に学校の取組方針や内容について周知徹底を

２　学校教育目標
えがお　かがやく　高小の子供

～「時を守り　場を清め　礼を正す」～

３　本年度の重点目標
「郷土愛の育成」「ほめほめ活動の推進」「『時を守り　場を清め　礼を正す』の徹底」が本校の特色である。これらの特色をより強固にしながら、ますます『えがお　かがやく　高小の子供』を育てる。

〇「時を守る」・・・「時間を守る」　　〇「場を清める」・・・「整理整頓をし、清潔にする」　　〇「礼を正す」・・・「相手を尊重し、礼儀正しくする」　　〇「時・場・礼」の基盤・・・「早寝早起き朝ごはん」「高小流あいさつ」


